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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第72期

第３四半期連結
累計期間

第73期
第３四半期連結
累計期間

第72期

会計期間

自平成24年
４月１日
至平成24年
12月31日

自平成25年
４月１日
至平成25年
12月31日

自平成24年
４月１日
至平成25年
３月31日

売上高（百万円） 49,728 58,433 74,116

経常利益（百万円） 317 1,529 2,004

四半期（当期）純利益（百万円） 131 931 1,063

四半期包括利益又は包括利益（百万円） 382 2,343 2,730

純資産額（百万円） 22,268 26,703 24,616

総資産額（百万円） 59,214 69,979 58,262

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 5.21 36.87 42.09

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） － － －

自己資本比率（％） 37.40 37.97 42.02

回次
第72期

第３四半期連結
会計期間

第73期
第３四半期連結
会計期間

会計期間

自平成24年
10月１日
至平成24年
12月31日

自平成25年
10月１日
至平成25年
12月31日

１株当たり四半期純利益金額（円） 9.76 16.63

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には消費税及び地方消費税は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券

報告書に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。 

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

(1）業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、日銀による金融緩和策や新政権下における経済対策を背景

に、円安・株高が進み、国内景気に明るい兆しが強まってきております。

しかしながら、海外景気に対する不安感や円安による原材料価格の上昇など、国内景気の先行きについては依

然不透明な状況が続いております。

建設業界におきましても、オリンピック招致・東日本大震災による復興の需要拡大は期待されるものの、建設

資材の調達難や価格の上昇などが懸念され、先行きは依然厳しい環境にあります。

このような情勢下、当社グループは、安全と品質確保並びに技術力の向上を重点に事業活動を積極的に進めま

した結果、当第３四半期連結累計期間の連結業績は、売上高は58,433百万円（前年同期比8,705百万円増加）と

なりました。利益におきましては、営業利益が1,348百万円（前年同期比1,198百万円増加）、経常利益は1,529

百万円（前年同期比1,212百万円増加）、四半期純利益は931百万円（前年同期比799百万円増加）となりまし

た。

なお、当社グループの主たる事業であります建設事業は、工事の完成引渡しが下半期、特に第４四半期に偏る

という季節的変動要因があります。

セグメントの業績は、次の通りであります。

（建設事業）

当第３四半期連結累計期間については、完成工事高は前年同期比8,562百万円（17.0％）増加の58,996百万

円となったことなどに伴い、セグメント利益も前年同期比1,041百万円（29.8％）増加の4,541百万円となりま

した。

（不動産事業等）

当第３四半期連結累計期間については、兼業事業売上高が前年同期比91百万円（9.6％）減少の859百万円と

なりましたが、セグメント利益は前年同期比45百万円（15.8％）増加の329百万円となりました。

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(3）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は87百万円であります。なお、研究開

発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 65,000,000

計 65,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成25年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年２月７日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 27,060,000 27,060,000
名古屋証券取引所

市場第２部

単元株式数

1,000株　

計 27,060,000 27,060,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成25年10月１日～

平成25年12月31日
－ 27,060,000 － 1,594 － 1,746

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成25年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

 平成25年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式    1,921,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式  24,858,000 24,858 －

単元未満株式 普通株式     281,000 －
１単元（1,000株）

未満の株式

発行済株式総数 27,060,000 － －

総株主の議決権 － 24,858 －

②【自己株式等】

 平成25年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合
（％）

（自己保有株式）  　 　 　 　

名工建設㈱
名古屋市中村区

名駅一丁目１番４号
1,808,000 － 1,808,000 6.68

（相互保有株式）  　 　 　 　

㈱濃建
不破郡垂井町

1856－１　
45,000 － 45,000 0.16

㈱鈴木軌道
大府市共和町

二丁目５番４号
36,000 － 36,000 0.13

㈲名岐工業
名古屋市瑞穂区

雁道町四丁目27　
11,000 － 11,000 0.04

㈲稲津組

静岡市清水区

七ッ新屋一丁目４－

５　

11,000 － 11,000 0.04

㈲春日井軌道工業
恵那市武並町

竹折1701－1　
5,000 － 5,000 0.01

㈲石垣工業 高山市花里町三丁目67 5,000 － 5,000 0.01

計 － 1,921,000 － 1,921,000 7.09
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２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しております。

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成25年10月１日から

平成25年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,879 5,832

受取手形・完成工事未収入金等 26,184 34,162

未成工事支出金 535 3,315

その他のたな卸資産 402 445

繰延税金資産 720 754

その他 2,022 1,742

貸倒引当金 △178 △228

流動資産合計 33,565 46,025

固定資産

有形固定資産

建物・構築物（純額） 5,788 4,050

機械、運搬具及び工具器具備品（純額） 592 555

土地 5,311 4,306

リース資産 2 1

建設仮勘定 85 206

有形固定資産合計 11,780 9,121

無形固定資産

ソフトウエア 373 402

その他 94 67

無形固定資産合計 468 470

投資その他の資産

投資有価証券 10,497 12,624

その他 2,283 2,044

貸倒引当金 △333 △307

投資その他の資産合計 12,447 14,361

固定資産合計 24,696 23,953

資産合計 58,262 69,979
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 17,057 19,240

短期借入金 4,472 11,630

未払法人税等 432 277

未成工事受入金 1,562 2,253

完成工事補償引当金 29 33

工事損失引当金 150 66

賞与引当金 1,189 430

役員賞与引当金 25 13

その他 2,018 1,498

流動負債合計 26,938 35,444

固定負債

長期借入金 3,450 3,900

繰延税金負債 1,622 2,388

退職給付引当金 1,295 1,412

役員退職慰労引当金 96 －

その他 242 129

固定負債合計 6,707 7,830

負債合計 33,646 43,275

純資産の部

株主資本

資本金 1,594 1,594

資本剰余金 1,822 1,822

利益剰余金 19,506 20,184

自己株式 △941 △944

株主資本合計 21,982 22,657

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,503 3,915

その他の包括利益累計額合計 2,503 3,915

少数株主持分 130 130

純資産合計 24,616 26,703

負債純資産合計 58,262 69,979
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

売上高
※ 49,728 ※ 58,433

売上原価 45,930 53,562

売上総利益 3,798 4,871

販売費及び一般管理費 3,648 3,522

営業利益 149 1,348

営業外収益

受取利息 3 0

受取配当金 152 158

受取地代家賃 53 48

その他 50 55

営業外収益合計 259 263

営業外費用

支払利息 90 60

その他 1 21

営業外費用合計 92 81

経常利益 317 1,529

特別利益

固定資産売却益 3 286

投資有価証券売却益 8 13

特別利益合計 12 299

特別損失

固定資産売却損 － 207

固定資産除却損 49 21

投資有価証券評価損 38 29

その他 13 1

特別損失合計 102 259

税金等調整前四半期純利益 227 1,570

法人税等 98 639

少数株主損益調整前四半期純利益 128 930

少数株主損失（△） △2 △0

四半期純利益 131 931
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 128 930

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 253 1,413

その他の包括利益合計 253 1,413

四半期包括利益 382 2,343

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 384 2,343

少数株主に係る四半期包括利益 △2 0
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（四半期連結貸借対照表関係）

１．保証債務

連結子会社以外の会社等の金融機関からの借入に対して債務保証を行っております。

　
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成25年12月31日）

㈱プレサンスコーポレーション（手付保証） 96百万円 151百万円

京都軌道建設㈱（金融機関からの借入） 40 45

従業員（金融機関からの借入） 19 17

門真市立中学校ＰＦＩ事業㈱（注） 9 8

計 165 223

（注）門真市立中学校ＰＦＩ事業株式会社（当社の関連会社）の金融機関からの借入金について一切の債務を担

保するため、劣後貸付債権根譲渡担保権設定契約を締結しております。

２．当社及び連結子会社においては、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行４行と当座貸越契約を締結し

ております。この契約に基づく借入未実行残高等は次の通りであります。

　
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成25年12月31日）

当座貸越極度額 14,500百万円 14,500百万円

借入実行残高 1,800 8,400

差引額 12,700 6,100

（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日）

※当社グループの売上高は、主たる事業である建設事業において、契約により工事の完成引渡しが第４四半期連

結会計期間に集中しているため、第１四半期連結会計期間から第３四半期連結会計期間における売上高に比べ、

第４四半期連結会計期間の売上高が多くなるといった季節的変動があります。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産等に係る償却費を含む。）は、次の通りであります。

　
　

前第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

減価償却費 700百万円 601百万円

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日）

配当に関する事項

(1）配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年５月22日

取締役会
普通株式 126 5 平成24年３月31日 平成24年６月13日 利益剰余金

平成24年10月31日

取締役会
普通株式 126 5 平成24年９月30日 平成24年11月27日 利益剰余金

(2）基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期

間末後となるもの

該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日）

配当に関する事項

(1）配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年５月20日

取締役会
普通株式 126 5 平成25年３月31日 平成25年６月11日 利益剰余金

平成25年10月28日

取締役会
普通株式 126 5 平成25年９月30日 平成25年11月26日 利益剰余金

(2）基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期

間末後となるもの

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 （単位：百万円）

　

報告セグメント
調整額

（注１）　

四半期連結

損益計算書

計上額

（注２）　
建設事業 不動産事業等 合計

売上高 　 　 　 　 　

　外部顧客への売上高 48,859 869 49,728 － 49,728

　セグメント間の内部売上高

　又は振替高
1,574 82 1,656 △1,656 －

計 50,433 951 51,385 △1,656 49,728

セグメント利益 3,500 284 3,784 △3,634 149

（注）１．セグメント利益の調整額△3,634百万円には、セグメント間取引消去14百万円、各報告セグメン

トに配分していない全社費用△3,648百万円が含まれております。全社費用は、報告セグメントに

帰属しない販売費及び一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

該当事項はありません。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 （単位：百万円）

　

報告セグメント
調整額

（注１）　

四半期連結

損益計算書

計上額

（注２）　
建設事業 不動産事業等 合計

売上高 　 　 　 　 　

　外部顧客への売上高 57,623 810 58,433 － 58,433

　セグメント間の内部売上高

　又は振替高
1,373 49 1,422 △1,422 －

計 58,996 859 59,856 △1,422 58,433

セグメント利益 4,541 329 4,870 △3,522 1,348

（注）１．セグメント利益の調整額△3,522百万円には、セグメント間取引消去０百万円、各報告セグメン

トに配分していない全社費用△3,522百万円が含まれております。全社費用は、報告セグメントに

帰属しない販売費及び一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下の通りであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 5円21銭 36円87銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（百万円） 131 931

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 131 931

普通株式の期中平均株式数（千株） 25,257 25,251

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

平成25年10月28日開催の取締役会において、次の通り剰余金の配当を行うことを決議いたしました。　

（１）配当金総額 126百万円

（２）１株当たりの額 5円00銭

（３）支払請求の効力発生日及び支払開始日 平成25年11月26日

（注）平成25年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行っております。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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　 独立監査人の四半期レビュー報告書　

平成26年２月７日

名工建設株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 秦　　博文　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 倉持　直樹　　印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている名工建設株式会

社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成25年10月１日から平成

25年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年12月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、名工建設株式会社及び連結子会社の平成25年12月31日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は四半期報告提

出会社が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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